
だ
。
自
分
の
死
後
、
ブ
タ
の

売
却
金
で
子
ど
も
た
ち
を
自

立
さ
せ
よ
う
と
考
え
て
い
る

「
海
外
救
援
金
」
係
（
郵
便

服
苧
０
０
９
７
０
‘
‐
‐
９
－

１
２
８
９
１
）

１９９７年（平成９年）７月１６日（水曜日）　-1ｺj日新聞－

ｊ
・
防
く
「

ｊ
Ｆ
　
Ｊ
Ｊ
諮
バ
　
　
　
ー
゛
寸
～
ｙ
’

」

　
遺
固
が
あ
っ
た
。

　
　
「
妻
よ
、
長
生
さ
し
て
く

れ
。
子
ど
も
を
頼
む
。
子
ど

も
だ
ち
よ
、
君
た
ち
は
母
を

支
え
る
必
要
が
あ
る
…
…
」

　
ウ
ガ
ン
ダ
・
カ
ン
パ
ラ
か

ら
南
へ
。
赤
道
を
越
え
て
し

ば
ら
く
す
る
と
マ
サ
カ
の
町

に
出
る
。
か
つ
て
は
、
カ
ン

パ
ラ
に
次
ぐ
大
都
市
だ
っ
た

が
、
内
戦
で
す
っ
か
り
荒
廃

ウガン

クトリア

２

夫との固い約束が
し
て
し
ま
っ
た
。
今
で
は
エ

イ
ズ
の
集
中
発
生
地
域
だ
。

　
こ
の
町
の
テ
オ
ピ
ス
タ
・

キ
ン
ト
ゥ
さ
ん
（
3
5
）
は
、
エ

イ
ズ
で
死
ん
だ
夫
の
遺
書
を

い
つ
も
、
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
に

告
白
」
で
あ
る
こ
と
は
理
解

づ
き
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

ど
う
答
え
て
い
い
の
か
戸
惑

い
、
静
か
に
う
な
ず
く
だ
け

だ
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
６
年
。
一
家
の

裏
庭
で
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
君

（
９
）
と
カ
ロ
ー
ー
リ
君
（
７
）
が

の
だ
。
「
。
こ
れ
は
夫
と
の
約

束
で
す
か
ら
」

　
キ
ン
ト
ゥ
さ
ん
は
亘
無

足
に
妙
な
重
さ
を
感
じ
る
。

も
う
、
死
は
近
い
。

　
母
は
、
ど
ん
な
遺
書
を
子

ど
も
た
ち
に
書
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
＝
つ
づ
く

　
こ
の
町
の
テ
オ
ピ
ス
タ
・
　
　
　
　
　
　
　
犬

丿
訥
一
禰
じ
貌
ｒ
‘
，
，
　
－
　
．
７
石
」
パ
　
子
ブ
タ
に
イ
モ
の
ツ
ル
を
や
　
　
　
文
　
小
倉
孝
保

キ
ン
ト
ゥ
さ
ん
（
託
）
は
ヽ
エ
　
　
　
　
　
　
宍
　
　
　
に
　

Ｒ
覗
’
４
ー
　
ー
　
　
　
っ
皿
に
　
っ
て
い
た
。
「
よ
く
食
べ
る
　
　
　
写
真
玉
置
勝
日

イ
ズ
で
死
ん
だ
夫
の
遺
袁
’
　
　
　
　
，
’
脚
託
’
　
　
　
　
　
　
　
’
一
　
　
、
．
　
　
　

Ｅ
ほ
バ
　
な
言
の
ブ
タ
」
と
話
し
か
　
　
　
　
◇

い
つ
や
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
に
　
迎
　
　
　
　
　
　
　
　
一

’｀
　
　
　
゛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
は
る
　
　
け
な
が
ら
ヽ
勢
い
よ
く
食
い
　
　
今
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で

入
今
ぃ
沢
　
　
‐
　
　
’
｀
、
。
．
’
　
　
　
ｙ
゛
ｔ
　
　
一

；
腎
才
宴
号
ぃ
い
心
歿
鴇
行
几
琵

‰
詐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
戸
牡
訃
丹
詐

大
学
ノ
ー
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
’
゛
　
　
　
　
　
　
’
｀
　
　
　
’
‘
　
　
　
が
薬
を
買
わ
ず
　
ギ
ー
ト
し
ま
す
ｏ
牧
援
金
は

に
、
ボ
ー
ル
ペ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
一
ぉ
’
　
　
　
’
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
廼
　
　
に
た
め
た
金
で
　
左
記
へ
郵
便
振
替
か
現
金
書

果
は
エ
イ
ズ
だ
っ
た
。
そ
し

て
、
キ
ン
ト
ゥ
さ
ん
に
も
感

染
し
て
い
た
。
４
女
と
ｌ
ｍ
べ

が
遺
書
を
手
渡
し
た
。
キ
ン

ト
ゥ
さ
ん
は
「
子
ど
も
の
こ

と
は
心
配
し
な
い
で
」
と
詰

た
二
ろ
、
上
の
子
３
人
に
打

ち
明
け
た
。
一
お
母
さ
ん
は

蝸
お
父
さ
ん
と
同
じ
拘
気

エ
イ
ズ
の
意
味
が
分
か
っ
た

の
か
ど
う
か
。
で
も
、
大
事

な
母
の
「
や
が
て
来
る
死
の

ろってのエサやりｏ母（左端）

「私の死?麦、子どもたちが自立で

こうに」と悲痛な願いがこもる

　　　　　ーウガンダ・マサカで

ンダ

大政リラ

ウ

シ

カ
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